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The Potential of Japanese Teaching in Educational Continuity
from Elementary through Junior High School Levels.
KAZUMI TACHIKAWA
キーワード
小中一貫教育（Educational Continuity from Elementary through Junior High School），国語科教
育（Teaching Japanese），指導実践（Classroom Activity）
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の設定， 9 年間を「 6 － 3 制」から「 4 － 3 －
2 制」といった発達段階に沿った枠組みでとら
え直すといった取り組みは，既に始まってい





































中連携研究校を設け，平成17年 4 月 1 日から平成












































































































































体の授業時間数の 3 分の 1 以上），中学年では
約245時間，高学年では約175時間（全体の 5 分
の 1 以下），さらに中学生では140時間（全授業



















































































































































































































































































































































































































　　　　 1 対 1 　対話（特殊形態として問答）

















　　　 「ある」 0 ％，「少しある」95％，「あまりない」
0 ％，「ない」 5 ％
　　＊戦争について知りたいと思いますか：
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